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副
市
長
、
教
育
委
員
、
人
権
擁

護
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
り
ま
し

た
の
で
紹
介
し
ま
す
。
皆
さ
ん
に

は
、
そ
の
知
識
や
経
験
を
生
か
し
、

地
域
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
活

躍
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

副
市
長

　
３
月
の
市
議
会
定
例
会
で
同
意

を
得
て
、
４
月
１
日
付
で
藤
原
通

孝
さ
ん
が
副
市
長
に
就
任
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
副
市
長
は
２

人
制
に
な
り
ま
す
。
藤
原
さ
ん
は
、

総
務
省
自
治
行
政
局
公
務
員
部
福

利
課
長
や
北
九
州
市
副
市
長
、
内

閣
官
房
内
閣
審
議
官
、
全
国
市
町

村
国
際
文
化
研
修
所
学
長
な
ど
を

務
め
て
き
ま
し
た
。 

問
い
合
わ
せ
　
秘
書
課（
☎

（27）
２

７
０
０
）

【
駅
前
か
ら
は
じ
ま
る
ア
ー
ト
の

世
界
】

期
間
　
４
月
29
日（
祝
）か
ら
５
月

29
日（
日
）ま
で

内
容
　
市
内
に
在
住
の
作
家
、
岩

崎
千
江
子
さ
ん（
画
家
）、
う
く
い

さ
ん（
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
）、
ア

ス
カ
さ
ん（
ク
ッ
キ
ー
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
）が
制
作
し
た
作
品
を
展
示

し
ま
す

【
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
い
せ
さ
き

写
真
等
展
示
】

期
間
　
５
月
７
日（
土
）か
ら
６
月

14
日（
火
）ま
で

内
容
　「
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
い

せ
さ
き
」の
様
子
を
写
真
な
ど
で

紹
介
し
ま
す

【
来
場
者
へ
記
念
品
の
配
布
】

　
４
月
29
日（
祝
）か
ら
５
月
29
日

（
日
）ま
で
の
期
間
中
に
、
来
場
し

た
人
に
記
念
品
を
配
布
し
ま
す
。

　
　
　
　
＊　
　
　
＊

い
ず
れ
も

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

会
場
　
伊
勢
崎
駅
前
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

※
月
曜
日
は
休
館
で
す

※
車
で
来
場
の
際
は
、
ベ
イ
シ
ア

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
伊
勢
崎
駅

前
店
の
駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い

入
場
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
都
市
開
発
課
ま
た

は
伊
勢
崎
駅
前
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー（
☎

（61）
８
０
０
８
）

教
育
委
員

　
３
月
の
市
議
会
定
例
会
で
同
意

を
得
て
、
３
月
24
日
付
で
里
見
哲

也
さ
ん
が
教
育
委
員
に
就
任
し
ま

し
た
。

問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
総
務

課（
☎

（27）
２
７
８
５
）

人
権
擁
護
委
員

　
４
月
１
日
付
で
、
法
務
大
臣
か

ら
次
の
４
人
が
人
権
擁
護
委
員
に

委
嘱
さ
れ
、
再
任
・
就
任
し
ま
し

た
。

●
斎さ

い

藤と
う

寿ひ
さ
し

さ
ん

●
佐さ

藤と
う

佳か

代よ

子こ

さ
ん

●
細ほ

そ

谷や

康や
す

夫お

さ
ん

●
真ま

下し
た

克か
つ

也や

さ
ん

問
い
合
わ
せ
　
人
権
課（
☎

（27）
２

７
３
０
）

　
本
市
は
官
民
連
携
を
推
進
し
、

市
の
事
業
運
営
を
促
進
す
る
た
め
、 

株
式
会
社A

ア

ナ

ザ

ー

nother w

ワ

ー

ク

ス

orks

と
協 

定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定

の
締
結
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が

持
つ
環
境
や
資
源
、
特
長
を
生
か

し
な
が
ら
、
民
間
人
材
の
知
見
や

実
績
な
ど
を
協
働
事
業
に
活
用
す

る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。
市
と
事

業
者
で
相
互
に
協
力
し
て
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
企
画
調
整
課（
☎

（27）
２
７
０
７
）

　
本
市
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の

解
決
や
持
続
的
発
展
に
つ
な
が
る

官
民
連
携
を
促
進
す
る
た
め
、
株

式
会
社
官
民
連
携
事
業
研
究
所
と

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
が
持
つ
資
源
や
特
長
を
生
か
し

な
が
ら
、
市
と
事
業
者
で
相
互
に

協
力
し
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
推
進
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
企
画
調
整
課（
☎

（27）
２
７
０
７
）

用
意
す
る
物
　
２
リ
ッ
ト
ル
程
度

の
大
き
さ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
カ

ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
、
千
枚
通
し
、
油

性
マ
ー
カ
ー
、
ひ
も
、
誘
引
液

※
誘
引
液
＝
酒
１
８
０
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
、
酢
60
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
、
砂

糖
75
グ
ラ
ム
を
混
ぜ
た
物

設
置
場
所
　
自
分
で
管
理
を
し
て

い
る
場
所
で
、
高
さ
２
メ
ー
ト
ル

程
度
で
日
陰
に
な
り
、
風
通
し
の

よ
い
位
置
に
あ
る
木
の
枝
な
ど

※
人
が
出
入
り
す
る
場
所
や
直
射

日
光
の
当
た
る
場
所
は
避
け
ま
し

ょ
う

　
　
　
　
＊　
　
　
＊

【
注
意
事
項
】

●
ト
ラ
ッ
プ
を
設
置
す
る
際
は
、

そ
ば
に
人
が
近
づ
か
な
い
よ
う
に

注
意
書
き
を
し
て
く
だ
さ
い

●
誘
引
効
果
は
２
週
間
程
度
で
す
。

必
要
に
応
じ
て
、
液
の
入
れ
換
え

や
ハ
チ
ト
ラ
ッ
プ
の
取
り
換
え
が

必
要
で
す

●
回
収
や
取
り
換
え
の
際
は
、
中

に
入
っ
た
ハ
チ
に
刺
さ
れ
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

会
社
を
退
職
し
た
な
ど�

�

国
保
加
入
の
手
続
き

　
会
社
な
ど
を
退
職
し
て
社
会
保

険
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、

他
の
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
す
る

場
合
を
除
き
、
国
保
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
次
の
い
ず
れ

に
も
該
当
し
な
い
人
は
、
国
民
健

康
保
険
課
・
各
支
所
市
民
サ
ー
ビ

ス
課
で
、
必
ず
国
保
に
加
入
す
る

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
今
ま
で
の
勤
務
先
の
社
会
保
険

を
継
続（
任
意
継
続
）す
る

●
再
就
職
先
の
社
会
保
険
や
、
家

族
の
社
会
保
険（
扶
養
）に
加
入
す

る用
意
す
る
物
　
社
会
保
険
離
脱
証

明
書
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る

物
、
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認

が
で
き
る
物

　
　
　
　
＊　
　
　
＊

　
国
保
の
加
入
日
は
、
社
会
保
険

の
資
格
が
な
く
な
っ
た
日
で
す
。

●
６
月
ご
ろ
か
ら
は
羽
化
し
た
働

き
バ
チ
も
お
び
き
寄
せ
て
し
ま
う

の
で
、
５
月
末
に
な
っ
た
ら
回
収

し
て
く
だ
さ
い

加
入
の
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
税

（
国
保
税
）が
課
税
さ
れ
ま
す
。
加

入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
一
度

に
多
額
の
国
保
税
の
支
払
い
が
生

じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

国
保
加
入
者
が
就
職
し
た
な
ど�

�

国
保
脱
退
の
手
続
き

　
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
が
、

会
社
な
ど
に
勤
め
て
社
会
保
険
に

加
入
し
た
と
き
や
、
家
族
が
加
入

し
て
い
る
社
会
保
険
の
扶
養
家
族

に
な
っ
た
と
き
は
、
国
保
を
脱
退

す
る
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
を
し
な
い
ま
ま
で
い
る
と
、

国
保
税
が
引
き
続
き
課
税
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

用
意
す
る
物
　
対
象
者
全
員
分
の

社
会
保
険
の
保
険
証
、
国
保
の
保

険
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る

物
、
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認

が
で
き
る
物

退
職
・
就
職
し
た
と
き
は

国
民
健
康
保
険
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

伊
勢
崎
駅
前
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
７
周
年
企
画
展
を
開
催
し
ま
す

副
市
長
・
教
育
委
員
・
人
権
擁
護
委
員
を

紹
介
し
ま
す

　
退
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険（
社
会
保
険
）を
脱
退
し
、
市
の
国
民
健
康

保
険（
国
保
）に
加
入
す
る
と
き
や
、
就
職
し
て
国
保
か
ら
社
会
保
険
に
替

わ
っ
た
と
き
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。
忘
れ
ず
に
国
保
の
加
入
や
脱
退
の

手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
国
民
健
康
保
険
課（
☎
（27）
２
７
３
５
）

　
伊
勢
崎
駅
前
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
は
開
設
し
て
７
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
市
内
に
在
住
の
作
家
が
制
作
し
た
作

品
や
、「
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
い
せ
さ
き
」の
写
真
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
都
市
開
発
課（
☎
（21）
７
４
９
０
）

官
民
連
携
促
進
に
関

す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
協
定
を
締
結

▶︎
協
定
書
を
持
つ
臂
市
長
と
株
式
会
社

官
民
連
携
事
業
研
究
所
代
表
取
締
役
社

長
の
鷲
見
さ
ん

▶︎
協
定
書
を
持
つ
臂
市
長
と
株
式
会
社

Another�w
orks

代
表
取
締
役CEO

の

大
林
さ
ん

▶︎
岩
崎
千
江
子
さ
ん（
右
）、
う
く
い
さ

ん（
左
上
）、
ア
ス
カ
さ
ん（
左
下
）の
作

品

②

③

④

⑤

⑥

切る
折る

① ２㎝
２㎝

作り方
①油性マーカーでペットボトルに２㎝
　四方の正方形を描く（２～４カ所）
②千枚通しで穴を６カ所あけ、Ｈ型に
　カッターナイフで切り込みを入れる
③上は外側に、下は内側に折り曲げる
④ひも（80～90㎝）をつける
⑤誘引液を入れる
⑥ペットボトルのキャップを閉める

藤
ふじ

原
わら

 通
みち

孝
たか

さん
（今泉町二丁目）

里
さと

見
み

 哲
てつ

也
や

さん
（連取町）

民
間
複
業
人
材
と
の

協
働
に
関
す
る
連
携

協
定
を
締
結

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
ス
ズ
メ
バ
チ
対
策

　
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、
越
冬
か
ら
目
覚
め
た
女
王
バ
チ
が
巣
作
り

の
た
め
に
庭
木
な
ど
に
飛
来
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
季
に
ス
ズ

メ
バ
チ
ト
ラ
ッ
プ（
わ
な
）を
仕
掛
け
る
こ
と
で
、
ハ
チ
に
よ
る
被
害
を
未

然
に
防
止
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
政
策
課（
☎
（27）
２
７
３
３
）


